
抗リン脂質抗体症候群(APS)

抗リン脂質抗体症候群 (Antiphospholipidsyndrome 

APS)は， ループスアンチコアグラント (LA)や抗力ルジオリ

ピン抗体などの抗リン脂質抗体の出現が認められ，動静脈血

栓症1 習慣流産胎児死亡などの特徴的な臨床症状を呈する

自己免疫疾患です SLE(p，14)などの穆原病に合併して起こ

るものを二次性APS，他の修原病を合併しないものを原発

性APSと呼んでいます.また，急速に多発性の血栓症を生じ，

腎機能障害1 中枢神経障害により予後不良となるものを劇症

型リン脂質抗体症候群といいます

E問調
動静脈血栓症

末梢血管皮虜(四肢壊痘l 皮膚潰蕩，網状皮斑，爪床出血)

肺(肺梗塞l 肺高血圧症)

肝・牌臓(Budd-Chiari症候群p 肝動脈血栓， NRH勺

心臓(心筋梗塞)

腎臓(腎動脈血栓， 腎静脈血栓，微小血管性糸球体炎)

消化管(腸間膜動脈血栓症)

習慣流産。胎児死亡l 網膜病変，視神経病変など

優nodularre日enerativehyperplasia 

/ 

腎静脈血栓症

四肢壊痘

写真提供 一般財団法人日本健康管理協会新宿健診プラザ鏑木淳一先生
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抗リン脂質抗体症候群
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関連自己抗体

自己抗体 疾患，病態との関連 MBL関連製品 診断
基準

抗力ルジオリピ APSで高率九検出 ELlSA 法

ン抗体 (SLEなどの自己免 MESACUP'"力ivジオリピンテスト 。
疫疾患でも検出 ) 

MESACUP'"力ルジオリビン IgM
(研究用試薬)

ループスアンチコ 稀釈ヲツセル蛇車位殿法 。l
アグラン卜(LA) LAテスト「グラデイポアJ

抗ホスファチジ LAの責任抗体とE ELlSA法

ルセリン・ プロ われている APS，PS/PT ELlSA Kit 

卜ロンピン抗体 SLEに特異的との
(研究用問草)

報告がある.

普岡田純 りウマチ科。 23(5)，488-493， 2000 
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[臨床基準]

①血栓症

札幌ウライテリアシド二改変 (2006年)

適切な画像診断もしくは組織学的に証明された血管壁の炎症を伴

わない動静脈あるいは小血管の血栓症

②妊娠合併症

a妊娠 10週以降でほかに原因のない正常形態胎児の死亡，または

b妊娠高血圧症候群，子痢，または胎盤機能不全による妊娠 34週

以前の正常形態胎児の早産，または

C，妊娠 10週以前の3回以上の流産(母体の解剖学的異常と内分泌

学的異常1 父母の染色体異常在除く)

[検査基準]

①国際血栓止血学会のガイドラインに基づいた測定方法で，

ループスアンチコアグラントが陽性

②標準化された ELlSA法で中等度以上の力価の IgGまたは IgM型

の抗力ルジオリピン抗体陽性(健常人の 99%-tile以上)

③標準化された ELlSA法で中等度以上の力価の IgGまたは IgM型

の抗日2グリコプロテイン |抗体陽性(健常人の 99%ーtile以上)

臨床基準の 1項目以上が存在しl かつ検査基準のうち 1項目以上が

12週間以上の間隔をおいて2回以上証明されるときに抗リン脂質抗

体症候群と分類する

出典渡温俊之、渥美達也 病態と治療戦略がみえる免疫アレルギー疾患イ
ラストレイテッド， 141-145 (2013) 

で可



-- 抗リン脂質抗体症候群
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IgG抗力ルジオリピン抗体 「
IgM抗力ルジオリピン抗体 | 

ル プスアンチコアグラン卜 |いずれかが、

IgGs，-GPI依存性抗力jレジオリピン抗体 I 12週間以上の間隔で
IgMs，-GPI依存性抗力jレジオリピン抗体 I 2回以上陽性
(他に、 IgG抗ホスファチジJレセリンー | 

プ口 卜口ンビン複古体抗体)

現在、妊賑

「斗「 「ム「
なし あり なし あり

| ↓|↓  
アスピリン内服と

血往症の既往 アスピリン内服 血栓症の既往I 低分一ン(あるいはへパリン)
皮下注射併用

なし ありなし あリ

1 1 
経過観察 | 経過観察、あるいは アスピリン内服と

アスピリン内服 低分子へパリン
(あるいは、へパリン)
皮下注射併用

再艶する脳梗童、 あるいは 曲目聞に多量する血栓症
理部静脈血控症 肺植草 (劇症型抗リン脂買抗体症障群)

アスピリンなどの ワjレフアリン内服 急性期にはへパリン点
抗血小板葺伺服 (投与量は、プロ卜口ンビン時 滴静注、血竣交換療法、

間INR2.0-2.2を指標とする)、 副腎度質ステロイド剤、
あるいはワjレファリンとアス 免疫抑制薬、寛解期にワ
ピリン内服を併用 ルファリンとアスピリン

内服在併用

* 1 再発する血栓症あるいは妊娠合併症の既往がある場合、妊娠を
継続させるために、免痕クロプリン大量静注原法が試みられる

*2 再発する血栓症に対して、リツキシマブ点滴静注が試みられる

般財団法人日本健康管理協会新宿健診プラザ鏑木淳一先生よりご提供
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